
か な り 気 に な る 思 春 期 脊 柱 側 彎 症  

― 学 校 保 健 の 立 場 か ら ー  

 

○ 鈴 木  仁 1 ) 、 小 原 俊 子 1 ) 、 半 澤 俊 和  1 ) 、  

鈴 木 順 造 2 )  

 

公 益 財 団 法 人 福 島 県 保 健 衛 生 協 会 1 ) 、 公 立 学

校 法 人 福 島 県 立 医 科 大 学 看 護 学 部 2)  

 

【 目 的 】 脊 柱 側 彎 症 検 診 は 、 学 校 保 健 安 全 法

で そ の 実 施 が 義 務 付 け ら れ て お り 、 早 期 発 見

が 大 切 で あ る の に 、 省 略 さ れ て い る こ と が 多

い 。 私 達 は 福 島 県 に お け る 側 彎 症 発 現 状 況 を

知 る 目 的 で 、 胸 部 X 線 写 真 を 用 い て 検 索 し 、

興 味 あ る 知 見 を 得 た の で 報 告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】 平 成 24 年 度 福 島 県 内 の 高 校 １

年 生 、 男 子 6,024 名 、 女 子 5,949 名 、 計 11,973 名 を

対 象 と し た 。 結 核 検 診 胸 部 間 接 撮 影 フ ィ ル ム

を 用 い て 脊 柱 を 読 影 し 、 側 彎 角 （ Cobb 角 ） で

10 度 以 上 を 側 彎 症 と し て 扱 い 、 次 の ４ 群 に 判



定 区 分 し た 。 A 群 ： 30 度 以 上 （ 要 治 療 ） 、 B

群 ： 20 ～ 29 度 （ 要 経 過 観 察 ） 、 C 群 ： 10 ～ 19

度 （ 要 注 意 ） 、 D 群 ： 9 度 以 下 （ 正 常 ） 。  

【 結 果 】 有 所 見 者 は 625 名 （ 5.22% ） で あ り 、

男 子 が 137 名 (2.27%) 、 女 子 が 488 名 (8.20%) で

あ っ て 、 思 春 期 女 子 に 多 く 認 め ら れ た 。  

Cobb 角 20 度 以 上 の 要 治 療 ・ 経 過 観 察 該 当 者

は 58 名 (0.48%) で あ っ て 、 う ち 女 子 が 49 名 (85%)

を 占 め て い た 。 一 方 、 有 所 見 者 の 90% は 、 男

女 共 、 側 彎 症 疑 い で あ る C 群 に 属 し て お り 、

女 子 の 多 く は 肥 満 傾 向 に あ っ た 。  

【 考 察 】 思 春 期 脊 柱 側 彎 症 で は 、 不 変 な い し

は 増 悪 の 経 過 を 辿 る の で 、 検 診 後 、 学 校 を 通

し て の 管 理 、 指 導 が 大 切 に な る 。  

本 症 の 病 因 、 そ し て 何 故 に 思 春 期 女 子 に 多

い の か な ど は 不 明 で あ る が 、 可 能 性 の 高 い も

の と し て は 、 平 行 機 能 の 異 常 、 遺 伝 、 女 性 ホ

ル モ ン で あ る エ ス ト ラ ジ オ ー ル 、 松 果 体 に 由

来 す る メ ラ ト ニ ン 等 が 挙 げ ら れ て い る 。  

病 変 の 進 行 に 関 与 す る 因 子 と し て は 、 普 段



の 姿 勢 の 悪 さ 、 肥 満 に よ る 腰 背 筋 力 の 低 下 、

生 活 活 動 量 の 減 少 、 そ れ に 食 生 活 の 乱 れ 等 が

考 え ら れ る が 、 科 学 的 裏 付 け は な い 。  

診 断 に あ た っ て は 、 視 診 、 触 診 、 モ ア レ 写

真 法 等 が あ る が 、 高 校 １ 年 時 の 結 核 検 診 X 線

写 真 の 側 彎 症 検 診 へ の 応 用 は 十 分 に 可 能 で あ

り 、 こ れ を 用 い る 意 義 は 大 き い 。  

9 ～ 15 歳 の 成 長 期 は 、 側 彎 を 急 激 に 悪 化 さ

せ 、 そ の 後 緩 徐 に 推 移 し 、 成 人 後 の 変 化 は 少

な い と さ れ て い る の で 、 骨 密 度 の 増 加 ・ 保 持

に は 最 適 か つ 重 要 な 時 期 に 相 当 す る 。 と く に

B 群 で は そ の 70 ％ が 進 行 す る と さ れ て い る の

で 、 軽 視 で き な い 。  

側 彎 症 は 、 種 々 の 内 臓 圧 迫 症 状 を 引 き 起 こ

し 、 将 来 的 に 腰 ・ 背 部 痛 の 原 因 に な り 易 い の

で 、 骨 粗 鬆 症 へ の 進 展 防 止 の た め に も 、 20 歳

ま で の 骨 量 増 加 対 策 は 必 要 で あ る 。 ま た 、 日

常 生 活 の 中 で 、 正 し い 姿 勢 の 保 持 、 全 身 的 な

体 力 づ く り 、 食 生 活 の 改 善 等 が 大 切 に な っ て

く る 。  



【 結 語 】  

思 春 期 脊 柱 側 彎 症 は 意 外 に 多 く 、 成 人 後 に

及 ぼ す 影 響 は 大 で あ る 。 本 症 は 自 覚 症 状 に 乏

し い た め 発 見 は 学 校 検 診 に 委 ね ら れ て い る 。

学 校 保 健 安 全 法 の 下 、 学 校 医 、 養 護 教 諭 、 教

育 委 員 会 が 主 体 と な り 、 本 症 に 関 す る 知 識 の

普 及 、 早 期 発 見 、 そ し て 進 行 防 止 対 策 を 立 て

る こ と が 極 め て 重 要 で あ る 。  

 


